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加工条件の最適化による高機能かつ微細な多極を有する狭ピッ
チコネクター用成形金型の開発
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　財団法人室蘭テクノセンター

情報家電の小型･高機能化･大容量化に伴い、接続部品となる｢狭ﾋﾟｯ
ﾁｺﾈｸﾀｰ｣では、高精度で微細な多極を有する｢超薄型狭ﾋﾟｯﾁｺﾈｸ
ﾀｰ｣の開発が急務となっている。本研究開発では、狭ﾋﾟｯﾁｺﾈｸﾀｰ用成
形金型部品の製造に向け、加工条件を最適化するｿﾌﾄｳｪｱの開発を
通じ、工具選択･使用順･加工条件等の最適化を自動で行うｼｽﾃﾑを
構築し、電気･研削･切削加工技術の高精度･微細化を実現すること
で、新たな金型加工技術を確立する。

（再委託先・実施機関）

　㈱キメラ、三菱電機㈱名古屋工場
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戦略的基盤技術高度化
支援事業

●加工条件データ収集・分析
●最適工程の提案ソフト開発
●最適工具の映案ソフト開発
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【狭ピッチコネクター用金型部
品】
●形状の加工が微小で高精度
を要求するため、工作機械の機
能を超えてしまい固有技術に依
存（暗黙知）
●加工結果が不安定
●生産量の限界
●高コスト

【狭ピッチコネクター用金型部品】
●形状の加工が加工条件データ
ベースからの抽出（形式知）
●加工結果が安定
●生産量の高レベル生産
●低コスト
●最適工程順提案

【狭ピッチコネクター】
●精度不安定
●凹凸ピッチの数に限界
有、多極化が出来ない
●固有技術に依存型なた
め生産量の限界
●高コスト
●小型化、高機能化、軽量
化の限界

【狭ピッチコネクター】
●精度高精度安定（従来の
1/2以下）
●凹凸ピッチの数の製造に
置ける限界域の拡大、多極
化
●固有技術に依存型しない
形式知での生産による生産
量の増大
●低コスト
●小型化、高機能化、軽量
化の実現

【情報家電製品】
●精度不安定（故障の誘
発）
●情報伝達量と質の限界
●軽量化、小型化の限界
●高コスト・生産量の限界

【情報家電製品】
●精度高精度安定（信頼性
の高い製品）
●情報伝達量増大による
多機能化
●軽量化、小型化の実現
●低コスト・生産量の拡大
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